


















連作〈高貴なパストラル〉は 5 つの主題――《愛の泉》（図 1）、《笛吹き》（図 2）、《魚釣り》、《鳥捕り》、《食
事》（図 13）――から構成されている2。最初のエディションは 1755 年に織り上がった。《愛の泉》と《鳥捕り》
の 2 点の下絵は、現在ロサンゼルスのポール・ゲッティ美術館に所蔵されており、カンヴァスに記された年
記から 1748 年には描かれていたことがわかる。《笛吹き》、《魚釣り》、《食事》の下絵の制作時期について






横で 2 人の子供がヤギと遊んでいる。2 組目の青年は貝殻に汲み取った泉の水を後ろ姿の羊飼いの娘
に差し出している。泉の片側にはふたりの娘が寄り添っており、恋人の存在を暗示する恋文を手にしてい






































                                                          
3 鳥のモティーフについては、拙稿「フランソワ・ブーシェによるオテル・ド・スービーズの戸口上部装飾画―《優雅な羊
飼い》と《親切な羊飼い》の関係をめぐって―」、『美術史』、163 冊、2007 年、73-89 頁。 
4 Ted Gott et Laurie Benson, Painting and Sculpture before 1800 in the International Collection of the National Gallery 
of Victoria, Melbourne, 2003, cat. no. 39.  
5 Jean-Luc Bordeaux, « The Epitome of the Pastoral Genre in Boucher’s Œuvre : The Fountain of Love and The Bird 
Catcher from The Noble Pastoral », The Jean Paul Getty Museum Journal, vol. 3, 1976, p. 75-101. 




















ブーシェのタピスリー連作は、前述の通り 1748 年にはその下絵 2 点が制作されている。ブーシェが作品
のテーマを選択する上で参照したであろう挿絵本として、貴族のあいだで絶大な人気を博していた前述の
『アストレ』に注目したい。この物語は 18 世紀前半に版が重ねられている10。《愛の泉》（図 1）において、画
面中央に位置するアモルの彫像で飾られた泉は重要なモティーフであるが、このイメージは『アストレ』のラ
イトモティーフとなる「愛の真実の泉」に結びつけられる11。羊飼いたちは皆この泉の前で愛を誓い、最後
                                                          
7 Ernst Robert Curtius, Europäische Literatur und lateinisches Mittelalter, Bern, 1969 （エルンスト・ロ－ベルト・クルツィ
ウス『ヨーロッパ文学とラテン中世』南大路振一、岸本通夫、中村善也訳、みすず書房、1971 年）; Erwin Panofsky, 
Meaning in the Visual arts, New York, 1955, p. 295-320. 
8 Honoré d’Urfe, L’Astrée, publiée sous les auspices de la “Diana” par M. H. Vaganay, Paris : J. Micard, 1612-1628, 
repr. éd. Genève, 1966 を参照。なお処女神アストレイアの神話図像については、フランシス・アメリア・イエイツ『星の処
女神エリザベス女王』西澤龍生、正木晃訳、東海大学出版会、1982 年を参照。 
9 Norbert Elias, Die höfische Gesellschaft, Neuwied, 1969（ノルベルト・エリアス『宮廷社会』波田節夫、中埜芳之、吉田
正勝訳、法政大学出版局、1981 年）.  
10 1711 年には『アストレ』が短く編集された『新アストレ』、1733 年には『アストレ』に多少の修正を加えた版が刊行され
ている。 La Nouvelle Astrée, (abrégé du roman d'Honoré d’Urfé par l’abbé Franc̜ois-Timoléon de Choisy), Paris : chez 
Nicolas Pepie, 1712 ; L’Astrée de M. d’Urfé, pastorale allégorique avec la clé, Nouvelle édition, par l’abbé Souchay, 5 
vols., Paris : chez P. Witte, 1733. 
11 「愛の真実の泉」については、Eglal Henein, La fontaine de la vérité d’amour ou Les promesses de bonheur dans 


































                                                          
12 Cat. exp. New York-Fort Worth 2003-04 : Les Dessins de François Boucher, no. 25. 
13 1733 年版（註 10 を参照）は、リゴーによる原画・版刻、ゲロードによる原画にもとづきグラヴェロによる版画が挿入さ
れている。この挿絵の作者については明記されていない。本挿絵は第 1 巻第二部の冒頭に添えられている。 
14 Elise Goodman-Soellner, Rubens : The Garden of Love as “Conversation à la mode”, New Haven, 1992. 
15 Huet, Pierre-Daniel, Traité de l’origine des romans, 8e edition, augmentée d’une Lettre touchant Honoré d’Urfé, 
auteur de “l’ Astrée”, Paris : J. Mariette, 1711.  











公（フィリップ・ドルレアン）の原画にもとづき、ブノワ・オドランによって 1714 年に版刻された計 28 点の挿







わかっている。ゴブラン製作所では、オルレアン公の依頼をうけて 1718 年から 1720 年にかけてこれらの
作品にもとづくタピスリー（図 6）が制作された18。この連作は 4 点から構成されており、バニョレ城のサロン
の板張りの装飾構成を再現する配置になっている。タピスリーには、鳩のモティーフを伴うロカイユ装飾が
ほどこされた大きな方形の絵の周囲を囲むように、その四隅の部分にメダイヨン型の小さな絵が配されて










エティエンヌ・ジョラ（1699～1789 年）は 1733 年に歴史画家として美術アカデミーに入会したのち、ヴァ
                                                          
17 Longus, Les Amours pastorales de Daphnis et Chloé, traduites par Jacque Amyot, figures de Philippe d’Orléans 
gravées par Jean Audran, Paris : Quillau, 1718. 
18 Maurice Fenaille, État général des tapisseries de la manufacture des Gobelins depuis son origine jusqu’à nos jours, 













とクロエの結婚》が 1737 年のサロンに出展されていることや、現存するタピスリーに 1738 年の年記が認め
られることから、少なくとも 1738 年には織が開始されていたと推定される。またタピスリー《収穫》（図 11）の
ための下絵と考えられる大型作品は、1741 年のサロンに出展されている。この連作は 1754 年までにゴブ
ラン製作所の個人向けタピスリーとして数多く織られたことがわかっている。 




















結婚》――から構成されている。7 つの主題のうちジョラが手がけたのは、6 つの主題の下絵である。残る 1
                                                          
19 Ibid., t. 4, p. 75-83 ; Edith Appleton Standen, European Post-Medieval Tapestries and Related Hangings in the 




































                                                          
20 Longus, op. cit., Paris, 1718, p. 23, 24. 






































                                                          
22 Ibid, p. 33-35. 





























図 1、2、9、13、14 : Shelley M. Bennett et Carolyn Sargentson, op. cit., 2008. / 図 3 : Ted Gott et Laurie Benson, 
op. cit., 2003. / 図 4 : Cat. exp. New York-Fort Worth 2003-04. / 図 5、7、10 : Bibliothèque national de France / 
図 11、12 : Edith Appleton Standen, op. cit., 1985. / 図 6、8 : Maurice Fenaille, op. cit., 1903-1923.  
 
［付記］ 
















図 2 《笛吹き》 連作〈高貴なパストラル〉より ブーシェの下
絵にもとづく ボーヴェ製作所 1757～60 年頃 ハンティント
ン・アート・コレクション 
図 3 ブーシェ 《楽しいレッスン》 1748 年 油彩 
カンヴァス 92.5×78.6cm メルボルン、ヴィクトリ
ア国立美術館 











図 4 ブーシェ 《愛の泉》 1736～37 年 黒チョーク
36.3×27.5cm 個人蔵 
図 5 オノレ・デュルフェ 『アストレ』 
パリ P. ウェッテ版 1733 年 











図 7 ロンゴス 『ダフニスとクロエのパストラルの愛』 
オルレアン公の原画にもとづく オドラン版刻 パリ 
キロ版 1718 年 
図 8 《クロエの眠り》 タピスリー連作〈ダフニスとク
ロエ〉より ジョラの下絵にもとづく ゴブラン製作所 
 
図 9 《愛の泉》 連作〈高貴なパストラル〉より 
ブーシェの下絵にもとづく ボーヴェ製作所 
（図 1 の部分図） 
図 10 ロンゴス 『ダフニスとクロエのパストラルの愛』 
オルレアン公の原画にもとづく オドラン版刻 パリ 









図 11 《収穫》 連作〈ダフニスとクロエ〉より ジョラの下絵
にもとづく ゴブラン製作所 1741～54 年頃 ニューヨーク 
メトロポリタン美術館 
図 12 《収穫》 連作〈ダフニスとクロエ〉より 
ジョラの下絵にもとづく （図 11 の部分図） 
図 13 《食事》 連作〈高貴なパストラル〉より ブーシェの下絵
にもとづく ボーヴェ製作所 1757～60 年頃 カリフォルニ
ア、ハンティントン・アート・コレクション 
図 14 《食事》 連作〈高貴なパストラル〉より 
ブーシェの下絵にもとづく （図 13 の部分図） 
